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◎
涅
槃
会 

　
左
記
の
通
り
、
涅
槃
会
法
要
を
行
い

ま
す
。
お
釈
迦
様
が
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
日
に
合
わ
せ
、
そ
の
ご
供
養
を

し
ま
す
。 

　
役
員
一
同
と
と
も
に
お
参
り
し
、
法

要
を
お
勤
め
い
た
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
記 

　
二
月
一
五
日
（
月
）
　
九
時
〜
　 

※
本
年
は
コ
ロ
ナ
非
常
事
態
宣
言
下
で

あ
る
こ
と
を
鑑
み
、
花
団
子
作
り
は
中

止
い
た
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
本
年
は

団
子
の
配
布
発
送
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
涅
槃
会
に
ち
な
み
、
当
山
涅

槃
図
の
絵
解
き
解
説
動
画
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ス
マ
ホ
な
ど
でYouTube

に
ア
ク
セ
ス
し
ま
す→

 

◎
大
般
若
会 

　
例
年
よ
り
少
人
数
で
す
が
、
お
手
伝

い
頂
け
る
和
尚
様
方
と
お
勤
め
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
大
般
若
経
六
百
巻
を

転
読
し
、
そ
の
功
徳
を
も
っ
て
、
皆
さ

ま
の
幸
せ
（
特
に
本
年
は
疫
病
退
散
な

ど
）
を
お
祈
り
す
る
法
要
で
す
。 

　
な
お
、
法
要
後
に
は
、
劇
車
銀
河
鐵

道
主
宰
、
い
ち
か
わ
あ
つ
き
氏
に
よ
る

公
演
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
　
　
　
　
記 

　
三
月
四
日
（
木
）
　
一
〇
時
〜
法
要 

　
　
公
演
　
「
う
い
ろ
う
売
り
」
　 

　
　
演
者
　
い
ち
か
わ
あ
つ
き
　
さ
ん 

※
本
年
の
お
参
り
参
加
は
、
コ
ロ
ナ
非

常
事
態
宣
言
下
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

任
意
と
い
た
し
ま
す
。
お
参
り
い
た
だ

け
な
か
っ
た
町
内
檀
家
様
に
は
役
員
様

に
お
札
を
お
配
り
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
祈
祷
料
は
そ
の
際
に
お
納
め
く
だ

さ
い
。
町
外
檀
家
様
に
は
例
年
通
り
発

送
い
た
し
ま
す
の
で
、
祈
祷
料
は
お
振

り
込
み
く
だ
さ
い
。 

※
大
般
若
の
お
札
を
玄
関
に
飾
る
ケ
ー

ス
が
必
要
な
方
は
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。
専
用
品
特
注
サ
イ
ズ
。
四
千
円
。 

◎
今
後
の
行
持
予
定
（
五
月
ま
で
）
　 

観
音
大
祭 

三
月
一
八
日
（
木
）
午
後
一
時
〜
　 

花
祭
り 

（
釈
尊
降
誕
会
　
甘
茶
の
日
） 

四
月
八
日
（
木
） 

恵
那
三
十
三
観
音
霊
場
開
帳 

四
月
一
二
日
（
月
）
〜
一
八
日
（
日
）
　 

※
本
年
の
霊
場
が
開
帳
さ
れ
る
か
は
、

現
時
点
で
は
未
定
で
す
。 

弘
法
大
師
祥
当
会 

五
月
二
日
（
日
）
【
旧
暦
三
月
二
一

日
】
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